
2 .施工方法�

※1 飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。�
※2 給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。�

本製品の仕様と使用条件�

給湯器温度設定�

使用環境温度�

圧 力 条 件 �

使用可能水質�

給水給湯接続� PJ1/2 取付ピッチ� 120～210mm

0.05MPa(流動圧)～0.75MPa(静水圧)�
給水圧力≧給湯圧力 ※2

【一般地用】�

【寒冷地用】�

0～40℃�

－20～40℃�

85℃以下�

●給水圧力が0.75MPaを越える場合は、市販の減圧弁で適正圧力（0.20～0.34MPa
程度）に減圧してください。�
●十分な機能を発揮させるため、給湯器の給湯温度は50℃以上60℃以下にしてください。�
●不意の出湯によるヤケド防止のため、給湯器の設定温度は60℃以下にしてください。�

その他の条件�

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力�

最 高 圧 力 �

0.06MPa（流動圧）【スプレーシャワー】、0.07MPa（流動圧）【スイッチシャワー】�

0.75MPa（静水圧）�

最低必要圧力�
0.1MPa（流動圧）【多機能シャワー】、0.11MPa（流動圧）【スイッチ多機能シャワー】�

ガス給湯器（比例制御式：16号相当）と組み合わせる場合の給水圧力�

最 高 圧 力 �

A＋0.07MPa（スプレーシャワー、スイッチシャワー）�
A＋0.10MPa（多機能シャワー）、A＋0.11MPa（スイッチ多機能シャワー）�
 0.75MPa（静水圧）�

※Aはガス給湯器の最低作動圧力です。�

最低必要圧力�

測定条件は次の通りです。�
●開閉ハンドルは全開です。�
●給水温度5℃、吐出温度42℃（ガス給湯器との組み合わせが最も悪い冬季を想定）。�
●給水圧力はガス給湯器直前における流動圧です。�
●ガス給湯器の設定温度は最高温です。�

●給水圧力と給湯圧力の差を小さくしてください。温度調節が容易になり使いやすく
なります。�

但し、内部の水を凍結させない
でください。�

水道水および飲用可能な井戸水(※1)




